
福福
音音
のの
園園
だだ
よよ
りり  

  
  
  
  

【【
第第
８８
号号  

二二
〇〇
〇〇
五五
年年
八八
月月
八八
日日
発発
行行
】】  

  
  

３３
５５
００
‐‐
００
００
１１
６６  
埼埼
玉玉
県県
川川
越越
市市
木木
野野
目目
一一
八八
七七
八八
番番
地地
一一  

  
  
  
  
    

特特
定定
非非
営営
利利
活活
動動
法法
人人  

福福
音音
のの
園園
・・
埼埼
玉玉  

事事
務務
局局  

  
  
  
  
  
  
  
  
  

☎☎  
００
４４
９９
‐‐
２２
３３
００
‐‐
１１
１１
１１
１１  

  
  
  
  
  
  
  
  

ＦＦ
ａａ
ｘｘ  
００
４４
９９
‐‐
２２
３３
００
‐‐
１１
１１
１１
２２  

ごご
家家
族族
のの
声声  

  

初初
めめ
てて
ニニ
ココ
リリ
とと
笑笑
っっ
てて
くく
れれ
たた
とと
きき
、、  

  

二二
月月
中中
旬旬
、、
ＫＫ
ささ
んん
よよ
りり
紹紹
介介
ささ
れれ
、、
早早
速速
家家
族族
でで
伺伺
いい
、、

周周
囲囲
のの
緑緑
濃濃
いい
環環
境境
とと
家家
庭庭
的的
なな
雰雰
囲囲
気気
のの
明明
るる
ささ
がが
直直
感感

ささ
れれ
、、
入入
居居
のの
方方
向向
にに
話話
がが
進進
みみ
、、
二二
月月
十十
九九
日日
にに
入入
居居
しし
たた

のの
でで
すす
がが
、、
妻妻
がが
混混
乱乱
しし
てて
ホホ
ーー
ムム
のの
皆皆
様様
方方
にに
大大
変変
迷迷
惑惑
をを

かか
けけ
先先
行行
きき
どど
うう
なな
るる
かか
とと
不不
安安
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。  

併併
しし
ホホ
ーー
ムム
長長
ごご
夫夫
妻妻
、、
看看
護護
師師
のの
小小
川川
ささ
んん
、、
ヘヘ
ルル
パパ
ーー

のの
皆皆
様様
方方
のの
手手
厚厚
いい
介介
護護
にに
救救
わわ
れれ
てて
、、
入入
居居
のの
頃頃
かか
らら
見見
るる

とと
落落
ちち
着着
きき
をを
取取
りり
戻戻
しし
、、
ホホ
ーー
ムム
でで
のの
生生
活活
にに
少少
しし
づづ
つつ
馴馴

染染
んん
でで
いい
るる
様様
子子
がが
見見
ええ
てて
きき
てて
本本
当当
にに
うう
れれ
しし
いい
でで
すす
。。  

四四
月月
頃頃
かか
らら
面面
会会
がが
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
、、
大大
体体
週週
１１
のの
ペペ

ーー
スス
でで
七七
月月
上上
旬旬
頃頃
まま
でで
はは
私私
とと
妻妻
がが
、、
目目
線線
がが
合合
っっ
てて
もも
ニニ

ココ
リリ
とと
もも
しし
なな
かか
っっ
たた
のの
がが
、、
七七
月月
半半
ばば
頃頃
行行
っっ
たた
とと
きき
、、
目目

線線
がが
合合
っっ
てて
初初
めめ
てて
ニニ
ココ
リリ
とと
笑笑
っっ
てて
くく
れれ
たた
とと
きき
、、
ああ
ああ
良良

かか
っっ
たた
とと
実実
感感
しし
まま
しし
たた
。。  

最最
後後
にに
、、
七七
月月
二二
三三
日日
のの
面面
会会
のの
帰帰
りり
、、
一一
緒緒
にに
帰帰
るる
とと
言言

っっ
てて
靴靴
をを
先先
にに
履履
きき
、、
私私
をを
待待
っっ
てて
外外
にに
出出
てて
男男
塚塚
まま
でで
手手
をを

つつ
なな
ぎぎ
、、
男男
塚塚
のの
段段
々々
のの
所所
でで
ホホ
ーー
ムム
長長
がが
妻妻
のの
手手
をを
つつ
なな
いい

でで
ホホ
ーー
ムム
へへ
帰帰
っっ
てて
行行
かか
れれ
たた
。。
ホホ
ーー
ムム
長長
のの
温温
かか
いい
人人
柄柄
にに

感感
謝謝
でで
いい
っっ
ぱぱ
いい
でで
すす
。。
ババ
スス
停停
にに
着着
くく
まま
でで
涙涙
がが
とと
まま
りり
まま

せせ
んん
でで
しし
たた
。。  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

（（
ＴＴ
・・
ＳＳ
））  

新新
設設
ググ
ルル
ーー
ププ
ホホ
ーー
ムム
実実
務務
研研
修修
参参
加加
者者
のの
声声  

  

福福
音音
のの
園園
をを
モモ
デデ
ルル
にに
しし
てて  

  

三三
日日
間間
のの
研研
修修
はは
、、
私私
たた
ちち
にに
とと
っっ
てて
貴貴
重重
なな
学学
びび
のの
時時
とと

なな
りり
まま
しし
たた
。。
「「
福福
音音
のの
園園
・・
川川
越越
」」
でで
掲掲
げげ
てて
いい
るる
理理
念念
、、

介介
護護
方方
針針
にに
沿沿
っっ
てて
、、
職職
員員
のの
方方
々々
がが
懸懸
命命
にに
努努
力力
ささ
れれ
てて
いい

るる
ここ
とと
がが
、、
利利
用用
者者
ささ
んん
のの
自自
由由
なな
、、
ゆゆ
っっ
たた
りり
とと
しし
たた
生生
活活

のの
様様
子子
かか
らら
うう
かか
がが
いい
知知
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
しし
たた
。。
利利
用用
者者
ささ

んん
がが
一一
階階
とと
二二
階階
とと
をを
自自
由由
にに
往往
来来
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
ささ
れれ
てて

いい
るる
のの
はは
、、
他他
のの
施施
設設
にに
はは
なな
いい
印印
象象
深深
いい
一一
例例
でで
しし
たた
。。  

「「
みみ
くく
にに
」」
はは｢｢

福福
音音
のの
園園｣｣

をを
モモ
デデ
ルル
にに
ささ
せせ
てて
いい
たた
だだ
いい
てて
、、

介介
護護
のの
ああ
りり
方方
をを
築築
いい
てて
いい
きき
たた
いい
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。  

  

開開
設設
まま
でで
ああ
とと
二二
ヶヶ
月月
余余
りり
でで
すす
がが
、、
主主
にに
おお
委委
ねね
しし
てて
準準

備備
しし
てて
いい
きき
たた
いい
とと
願願
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
おお
世世
話話
にに
なな
りり
まま
しし
たた

職職
員員
のの
皆皆
様様
にに
心心
よよ
りり
御御
礼礼
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。  

（（
ググ
ルル
ーー
ププ
ホホ
ーー
ムム
「「
みみ
くく
にに  

松松
戸戸
のの
園園
」」
・・
菊菊
谷谷  

利利
昭昭
））  

静静
かか
なな
秘秘
めめ
たた
情情
熱熱
をを
感感
じじ
てて  

  

先先
日日
はは
私私
達達
をを
快快
くく
受受
けけ
入入
れれ
てて
下下
ささ
りり
、、
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご

ざざ
いい
まま
しし
たた
。。
成成
功功
もも
失失
敗敗
もも
包包
みみ
隠隠
ささ
ずず
話話
しし
てて
下下
ささ
るる
ホホ

ーー
ムム
長長
様様
にに
、、
嘘嘘
のの
無無
いい
人人
柄柄
とと
、、
高高
齢齢
者者
支支
援援
がが
よよ
りり
良良
くく

なな
るる
よよ
うう
にに
とと
いい
うう
、、
静静
かか
なな
秘秘
めめ
たた
情情
熱熱
をを
感感
じじ
まま
しし
たた
。。  

  

印印
象象
的的
だだ
っっ
たた
のの
はは
、、
ごご
利利
用用
者者
様様
のの
、、
でで
きき
るる
事事
はは
自自
分分

達達
でで
しし
よよ
うう
とと
すす
るる
姿姿
でで
しし
たた
。。
「「
申申
しし
訳訳
なな
いい
」」
とと
いい
うう
言言

葉葉
をを
一一
度度
もも
聞聞
かか
なな
かか
っっ
たた
のの
はは
自自
分分
にに
もも
出出
来来
るる
事事
がが
ああ

るる
とと
いい
うう
ここ
とと
をを
、、
感感
じじ
てて
いい
るる
かか
らら
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。
ここ
のの

よよ
うう
なな
介介
護護
のの
仕仕
方方
がが
大大
切切
だだ
とと
いい
うう
ここ
とと
がが
分分
かか
りり
まま
しし

たた
。。
スス
タタ
ッッ
フフ
がが
、、
ごご
利利
用用
者者
一一
人人
一一
人人
のの
状状
況況
をを
よよ
くく
把把
握握

しし
てて
、、
援援
助助
ささ
れれ
てて
いい
るる
ここ
とと
もも
感感
じじ
まま
しし
たた
。。  

  

三三
日日
間間
でで
はは
とと
てて
もも
学学
びび
きき
れれ
ずず
、、
もも
うう
少少
しし
ここ
ここ
でで
勉勉
強強

ささ
せせ
てて
頂頂
きき
たた
いい
とと
思思
いい
まま
しし
たた
。。  

（（
介介
護護
スス
タタ
ッッ
フフ
・・
片片
山山  

朗朗
子子
））  

ぶぶ
っっ
つつ
けけ
本本
番番
でで
開開
園園
しし
たた
経経
験験
かか
らら  

ホホ
ーー
ムム
長長  

杉杉
澤澤  

卓卓
巳巳  

開開
設設
準準
備備
中中
のの
ググ
ルル
ーー
ププ
ホホ
ーー
ムム
代代
表表
者者
かか
らら
採採
用用
内内
定定

者者
のの
実実
務務
研研
修修
申申
しし
出出
がが
ああ
っっ
たた
とと
きき
、、
私私
たた
ちち
はは
喜喜
んん
でで
了了

解解
しし
まま
しし
たた
。。
そそ
れれ
はは
一一
年年
前前
をを
思思
いい
起起
ここ
しし
てて
のの
事事
でで
すす
。。  

「「
ググ
ルル
ーー
ププ
ホホ
ーー
ムム
はは
、、
顔顔
なな
じじ
みみ
のの
介介
護護
者者
にに
よよ
るる
家家
族族

的的
少少
人人
数数
ケケ
アア
のの
たた
めめ
、、
見見
知知
らら
ぬぬ
外外
部部
者者
がが
入入
っっ
てて
きき
たた
とと

きき
にに
利利
用用
者者
がが
混混
乱乱
しし
てて
しし
まま
うう
のの
でで
研研
修修
者者
受受
けけ
入入
れれ
はは

難難
しし
いい
：：
。。
」」
‐‐
十十
月月
一一
日日
開開
園園
をを
目目
指指
しし
てて
採採
用用
内内
定定
者者
のの

実実
務務
研研
修修
をを
依依
頼頼
しし
たた
折折
、、
返返
っっ
てて
きき
たた
先先
方方
ググ
ルル
ーー
ププ
ホホ
ーー

ムム
責責
任任
者者
のの
言言
葉葉
でで
すす
。。
やや
むむ
なな
くく
実実
務務
研研
修修
をを
断断
念念
、、
期期
待待

とと
不不
安安
のの
中中
でで
ぶぶ
っっ
つつ
けけ
本本
番番
、、
開開
園園
しし
たた
のの
でで
しし
たた
。。  

開開
園園
後後
、、
九九
ヶヶ
月月
をを
振振
りり
返返
りり
、、
「「
地地
域域
密密
着着
型型
」」
とと
しし
てて

外外
部部((

地地
域域))

のの
方方
々々
をを
積積
極極
的的
にに
受受
けけ
入入
れれ
るる
基基
本本
方方
針針
にに

誤誤
りり
のの
なな
かか
っっ
たた
ここ
とと
をを
痛痛
感感
しし
てて
いい
まま
すす
。。
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア

をを
はは
じじ
めめ
とと
しし
たた
色色
々々
なな
方方
々々
がが
来来
園園
下下
ささ
るる
ここ
とと
にに
よよ
りり
、、

混混
乱乱
でで
はは
なな
くく
、、
かか
ええ
っっ
てて
誰誰
がが
来来
たた
んん
だだ
ろろ
うう
とと
引引
きき
ここ
もも

りり
がが
ちち
なな
自自
室室
かか
らら
顔顔
をを
出出
ささ
れれ
るる
利利
用用
者者
。。
手手
作作
りり
のの
手手
芸芸

品品
をを
外外
部部
のの
方方
にに
ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト
すす
るる
ここ
とと
をを
楽楽
しし
みみ
にに
しし
てて

いい
るる
利利
用用
者者
。。
「「
よよ
くく
いい
らら
っっ
しし
ゃゃ
いい
まま
しし
たた
」」
とと
スス
タタ
ッッ
フフ

よよ
りり
先先
にに
おお
茶茶
をを
入入
れれ
てて
差差
しし
出出
ささ
れれ
るる
利利
用用
者者
等等
々々
。。
引引
きき

続続
きき
、、
開開
かか
れれ
たた
ホホ
ーー
ムム
運運
営営
をを
心心
掛掛
けけ
てて
まま
いい
りり
まま
すす
。。  

ババ

ザザ

ーー

開開

催催

へへ

のの

おお

願願
いい  

  

地地
域域
のの
方方
々々
にに
向向
けけ
たた
「「
開開
園園
一一
周周
年年
記記
念念
ババ
ザザ
ーー
」」
をを
、、

左左
記記
のの
とと
おお
りり
開開
催催
いい
たた
しし
まま
すす
。。  

  
  

日日

時時
・・
十十
月月
一一
日日
（（
土土
））
、、
九九
時時
半半
～～
十十
一一
時時
半半  

  
  

場場  

所所
・・
一一
階階
食食
堂堂
ホホ
ーー
ルル  

タタ
オオ
ルル
・・
シシ
ーー
ツツ
・・
衣衣
類類
（（
新新
品品
））
、、
日日
用用
品品
（（
保保
存存
のの
きき
くく

物物
））
なな
どど
、、
ごご
自自
宅宅
でで
眠眠
っっ
てて
いい
るる
ババ
ザザ
ーー
用用
のの
家家
庭庭
用用
品品
なな

どど
がが
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
らら
ごご
協協
力力
をを
おお
願願
いい
いい
たた
しし
まま
すす
。。 


